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２
月
定
例
県
議
会
は
、
２
月
17
日

か
ら
３
月

23
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
斉
藤
県
議
が
本
会
議
で
一
般

質
問
に
立
つ
と
と
も
に
、
予
算
特
別

委
員
会
で
は
高
田
一
郎
県
議
が
総
括

質
疑
に
立
ち
、
県
民
の
切
実
な
要
求

実
現
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
大
規
模
に
復
興
公
営
住

宅
の
整
備
や
自
立
再
建
が
進
む
こ
と

か
ら
、
仮
設
住
宅
や
復
興
公
営
住
宅
で

「
孤
独
死
」
を
出
さ
な
い
被
災
者
の

絆
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立
へ
具
体
的

な
対
策
―
復
興
公
営
住
宅
の
集
会
室

に
支
援
員
を
配
置
し
、
机
・
椅
子
、
カ

ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
等
の
配
備
を
求
め
ま

し
た
。
支
援
員
を
配
置
す
る
復
興
支
援

員
制
度
の
活
用
、
机
・
椅
子
の
配
備
は

復
興
交
付
金
の
活
用
で
整
備
す
る
と

の
答
弁
を
引
き
出
し
ま
し
た
。 

被
災
県
立
病
院
の
再
建
整
備
に
62

億
円
余
が
計
上
さ
れ
、
大
槌
・
山
田
の

各
県
立
病
院
は
16
年
度
開
業
に
向
け

て
整
備
、
高
田
病
院
は
今
年
度
土
地
の

造
成
と
詳
細
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。 

実
現
、
10
年
ぶ
り
に
対
象
年
齢
が
小

学
校(

入
院)

ま
で
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
署
名
は
６
万
人
を
超
え
、
さ

ら
な
る
拡
充
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
さ
ら
に
３
人
増
員
し
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
。 

 

15
・
２
％
か
ら
36
・
７
％
へ
と
増
加

し
、
年
収
３
０
０
万
円
未
満
の
人
が
８

割
に
達
し
て
い
る
と
指
摘
。
既
婚
率
も

男
性
の
非
正
規
は
正
規
の
半
分
以
下

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

東
京
都
が
非
正
規
雇
用
を
正
規
化
し

た
事
業
主
に
最
大
50
万
円
補
助
（
社

員
１
人
当
た
り
）
な
ど
の
直
接
支
援
を

行
っ
て
い
る
と
紹
介
し
、
岩
手
県
も
踏

み
込
ん
だ
対
策
を
す
べ
き
だ
と
提
起

し
ま
し
た
。
達
増
知
事
は
、「
地
方
創

生
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
今
後
研

究
を
し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

高
田
県
議
は
、
長
引
く
仮
設
住
宅
暮

ら
し
や
失
業
に
よ
る
親
の
ス
ト
レ
ス

が
影
響
し
、
長
期
欠
席
に
な
る
児
童
が

増
え
て
い
る
実
態
を
示
し
、
被
災
児
童

の
心
の
ケ
ア
対
策
の
充
実
を
求
め
ま

し
た
。
県
側
は
、「
新
年
度
か
ら
は
ス

ー
ル
ソ
ー 

 

予
算
特
別
委
員
会
の
総
括
質
疑
で

高
田
一
郎
県
議
が
質
疑
に
立
ち
、
若
者

の
正
規
雇
用
の
拡
大
を
と
り
あ
げ
ま

し
た
。
高
田
県
議
は
、
県
内
の
若
者
の

非
正
規
雇
用
の
割
合
は
９
年
間
で

15.2

％
か
ら36.7

％
へ
と
増
加
し
、 

２月県議会本会議で一般質問に立つ斉藤県議（２月２７日） 

予算特別委員会で総括質疑に立つ高田県議（３月６日） 

・被災者の医療費・介護利用料等の免除措置を
12月まで継続実施 

・復興公営住宅に支援員を配置、復興交付金を活
用し集会室へ机・椅子、カラオケセット等を配備 

・被災地福祉灯油を4年連続実施 

・被災した高田・大槌・山田の県立病院の再建整
備に63億円 

・応援職員・任期付職員の待遇改善―上位職へ
の任用、正規採用を検討 

・国・県への住宅再建支援の拡充を求める請願を
全会一致で採択 

・子どもの医療費助成―窓口無料化、小学校（入
院）まで拡充実現。署名は６５０００筆を超える 

・今年度看護師３６人増の計画に対し４８人増へ 

・医療制度改悪の中で、地域医療計画は９つの二
次医療圏を堅持 

・中小企業振興条例・公契約条例を制定 

・農協解体、農業委員会制度解体に反対する請
願を全国で初めて採択 

○日 時：5月24日（日）午後2時～ 

○会 場：都南文化会館大ホール 

○弁 士：小池晃副委員長・参議院議員 

斉藤信県議会議員 

盛岡市議 

      

 

被
災
者
の
医
療
費
・
介
護
保
険
利
用

料
等
の
免
除
措
置
は
12
月
末
ま
で
継

続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後

も
継
続
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
は
、
３
万
筆

余
の
署
名
と
請
願
採
択
を
受
け
、
20

年
ぶ
り
に
現
物
給
付
化
へ
の
転
換
が

実 

県
立
病
院
の
看
護
師
増
員
に
つ
い

て
、
36
人
の
増
員
計
画
に
対
し
て
48

人
の
増
員
を
は
か
る
と
答
弁
。
医
療
法

の
改
悪
に
よ
る
地
域
医
療
構
想
の
策
定

に
当
た
っ
て
は
、 

に
当
た
っ
て
は
、｢

現
在
の
９
つ
の
二
次
医

療
圏
を
基
本
と
す
る｣

と
答
弁
し
ま
し
た
。 
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【
2
月
】 

12
日 

Ｊ
Ａ
ふ
る
さ
と
理
事
長
と
懇
談
、

県
立
胆
沢
病
院
訪
問
、
県
医
労
胆

沢
病
院
支
部
と
懇
談 

13
日 

復
興
県
民
会
議
３
県
合
同
政
府
交

渉
・国
会
行
動 

14
日 

県
医
労
中
央
委
員
会
あ
い
さ
つ
、

自
治
体
後
援
会 

15
日 

盛
岡
地
区
党
会
議 

16
日 

定
例
早
朝
宣
伝
、
議
運 

17
日 

２
月
定
例
県
議
会
開
会 

１8
日 

県
医
労
中
央
病
院
支
部
と
懇
談 

19
日 

陸
前
高
田
市
復
興
状
況
調
査(

戸
羽

市
長
、
山
田
教
育
長
、
社
福
法
人
高

寿
会)

、
住
田
町
の
木
造
庁
舎
視
察 

20
日 

釜
石
・大
槌
復
興
状
況
調
査(

野
田

市
長
、
大
水
副
町
長)

、
釜
石
・大
槌

の
被
災
者
と
懇
談 

21
日 

奥
州
県
議
選
決
起
集
会 

22
日 

矢
巾
町
農
地
転
売
問
題
調
査
、
県

革
新
懇
講
演
会 

23
～
27
日
・
3
月
2
日 

県
議
会
本
会

議
、
27
日
一
般
質
問
に
立
つ 

28
～
3
月
1
日 

小
池
晃
参
議
院
議

員
・副
委
員
長
被
災
地
調
査(

お
お

ふ
な
と
夢
商
店
街
、
仮
設
団
地
で

被
災
者
と
懇
談
、
戸
田
市
長
、
戸

羽
市
長
、
自
治
体
労
働
者
と
懇
談)

、

下
和
野
公
営
住
宅
訪
問
・懇
談
、
仮

設
団
地
で
被
災
者
と
懇
談 

【
3
月
】 

1
日 

大
震
災
津
波
か
ら
４
年
の
つ
ど
い

(

陸
前
高
田
営
農
指
導
セ
ン
タ
ー) 

2
日 

商
工
文
教
委
員
会 

3
日 

本
会
議 

5
～
１8
日 

予
算
特
別
委
員
会 

11
日 

岩
手
県
・野
田
村
合
同
追
悼
式
、
穀

田
衆
議
院
議
員
と
と
も
に
小
田
村

長
と
懇
談 

15
日 

全
建
総
連
県
建
設
労
働
組
合
決
起

集
会 

19
日 

商
工
文
教
委
員
会 

20
日 

復
興
特
別
委
員
会 

21
日 

盛
岡
和
賀
線
飯
岡
・羽
場
工
区
開

通
式
、
学
童
保
育
緊
急
学
習
会 

22
日 

県
党
会
議 

23
日 

最
終
本
会
議
、
県
政
三
者
懇
談
会 

28
日 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
農
業
農
協
つ
ぶ
し
反
対
県

民
集
会
・デ
モ 

29
日 

戦
後
七
十
年
―
戦
争
の
実
態
と
憲

法
を
学
ぶ
講
座
で
講
演 

【
4
月
】 

4
日 

民
主
県
政
を
つ
く
る
会
で
県
政
報
告 

5
日 

矢
巾
町
日
本
共
産
党
演
説
会 

案 件 日本 

共産党 

自民 

クラブ 

県民 

クラブ 

希望・ 

みらい 
民主党 社民党 公明党 

国・県に対し住宅再建への支援拡充を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

農協解体と農業委員会の公選制廃止に反対する請願 ○ × ○ ○ ○ ○ × 

医師・看護師・介護職員の増員と待遇改善を求める

請願 
○ × × 

(一部賛成) × × ○ × 

労働法制の改悪に反対する請願 ○ × × ○ ○ ○ ○ 

最低賃金の引き上げを求める請願 ○ × × ○ ○ ○ ○ 

道州制に反対し、国の出先機関の存続と充実を求

める請願 
○ × × × × ○ × 

千葉議長に請願書を渡す住宅再建推進協議会いわて
の方々と同席する斉藤県議（３月９日） 

 

３
月

23
日
の
県

議
会
最
終
本
会
議

で
、
住
宅
再
建
推
進

協
議
会
い
わ
て
が
提

出
し
た
「
国
・
県
に

た
い
し
住
宅
再
建
へ

の
支
援
の
拡
充
を
求

め
る
請
願
」
を
全
会

一
致
で
採
択
し
ま
し

た
。 

選
制
廃
止
に
反

対
す
る
請
願｣

が
都
道
府
県
議

会
レ
ベ
ル
で
は

初
め
て
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
は
自
民
党

と
公
明
党
が
反

対
し
ま
し
た
。 

 

県
医
労
連
が

提
出
し
た
「
医

師
・
看
護
師
・

介
護
職
員
の
増

員
と
待
遇
改
善

を

求

め

る

請

願｣ 

 

一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。
請
願
で
は
、

◇
持
ち
家
再
建
へ
県
独
自
の
支
援
金

を
２
０
０
万
円
へ
拡
充
す
る
◇
復
興

へ
向
け
地
方
自
治
体
が
自
由
裁
量
で

活
用
で
き
る
交
付
金
を
措
置
す
る
―

こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

い
わ
て
食
・
農
ネ
ッ
ト
が
提
出
し

た
「
農
協
解
体
と
農
業
委
員
会
の
公

選
制
廃
止
に
反
対
す
る
請
願 

請
願
、｢

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を

求
め
る｣

請
願
は
賛
成
多
数
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
が
、
自
民
党
と
県
民
ク

ラ
ブ
は
反
対
し
ま
し
た
。 

 

２
月
県
議
会
に
は
、
県
民
の
皆
さ

ん
か
ら
切
実
な
請
願
が
多
く
提
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
自
民
党
・
公
明

党
・
県
民
ク
ラ
ブ
は
多
く
の
請
願
に

背
を
向
け
る
態
度
を
と
り
ま
し
た
。 

を
求
め
る
請
願｣

は
自
民
党
・
県
民
ク

ラ
ブ
の
一
部
・
希
望
み
ら
い
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
民
主
党
・
公
明
党
の
反
対
で

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

｢

労
働
法
制
の
改
悪
に
反
対
す
る｣

請
願
、｢

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求

め
る｣

請
願
は
賛
成
多
数
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
が
、 

 

商工文教委員会で質疑に立つ斉藤県議（3月19日） 

2 月 28日～3月1日、小池晃党副委員長・参議

院議員らは大船渡市・陸前高田市を訪問し、復興

の現状や課題を調査。県議団も同行しました。 

おおふなと夢商店街の伊東修理事長は、人口減

少や商店主の高齢化、家賃負担など、再建にむけ

た不安について語り、「各政党が来たが、一番突

っ込んで話を聞いてもらった」と話しました。 

大船渡市末崎地区の平林仮設団地の入居者か

らは「もう限界」「隙間風が吹き込んで、寒くて

眠れない」など次々に悩みが語られました。 

陸前高田市の戸羽太市長は、政府の集中復興期

間が来年までとなっていることについて、「期間

内で復興できる状況ではない。国は現状を再度認

識してほしい」と訴えました。 

 

 

介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
で
職
員

確
保
が
困
難
に
な
り
、
廃
止
が
７
事

業
所
、
休
止
が
22
事
業
所
に
の
ぼ

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
盛
岡
市
の
介
護
事
業
所
で

は
、
１
７
０
０
万
円
の
減
収
が
見
込

ま
れ
る
な
ど
、
深
刻
な
実
態
を
示

し
、「
一
方
で
保
険
料
は
引
き
上
が

り
、
サ
ー
ビ
ス
は
切
り
捨
て
ら
れ

る
。
県
と
し
て
し
っ
か
り
実
態
を
把

握
し
、
国
に
も
し
っ
か
り
も
の
を
言

う
べ
き
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

体
の
提
言
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
内
容
を
踏
ま
え
、
中
小
企
業
振

興
条
例
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

岩
手
県
の
契
約
に
関
す
る
条
例

は
、
条
例
の
目
的
・
理
念
に｢

適
正

な
労
働
条
件
の
確
保｣

を
明
記
し
た

も
の
の
、｢

賃
金
条
項｣

は
盛
り
込
ま

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
労
使
の
合
意
形

成
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
要
因

で
す
が
、「
半
歩
前
進
」
と
言
う
べ

き
成
果
で
す
。
３
年
後
の
見
直
し
に

向
け
て
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。 

式典に先立ち小田野田村長と懇談（３月１１日） 

３
月
11
日
、
穀
田
恵
二
衆
議

院
議
員
と
と
も
に
、
県
・
野
田
村

合
同
追
悼
式
に
出
席
し
ま
し
た
。 

全会一致で 

 

商
工
業
振
興
条
例
素
案
と
し
て
提
起

さ
れ
て
い
た
条
例
案
は
、
中
小
企
業
団 

大船渡市末崎町の仮設住宅団地で被災者の
方々と懇談（２月２８日） 


